
Ｊ Ｒ 東 日 本 労 働 組 合
２０２6年１０月２２日

No６１６
JR東日本労働組合
長 野 地 方 本 部
発 行 者 ： 岡 村 和 幸NAGANOE-mail naga-30-naga@hotmail.co.jp

ホームページはこちら

2026年度年末手当
役割遂行賃金（職務能力給、マネジメント手当、業務手当）の

「5.0ヶ月」分を要求！
★会社には支払い体力はある！
●営業収益は６期連続の増収かつ第１四半期決算としては過去
最高。

●増収を通して利益を確保している。
●期末手当における昨年の持ち出しは約580億円。

 1998年には約988億円の持ち出し
も！

★最大の成果である安全・安定輸送を完遂している！
●社員の日々の努力によって収入を確保していることは明らか。

★制度変更にともなう労働者への労苦に報いるべき！
●新制度による各種手当が廃止や減額となっている。
●複数の担務や遠距離通勤。
●賃金カーブは引き下げ。

★2026春闘 、2026年度夏季手当の低額回答！
●首都圏では期末手当の手取りが減っている。
●制度の変更で手取りが下がる人がいてはならない。

★コロナ禍を乗り越えた実績！
●コロナ禍で昇給係数は２に抑制された。
●社員の努力で難局を乗り越えてきた。

全組合員の総力で要求を実現しよう！
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